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平成平成平成平成３０３０３０３０年年年年度度度度    JOCJOCJOCJOCジュニアオリンピックカップジュニアオリンピックカップジュニアオリンピックカップジュニアオリンピックカップ    

文部科学大臣旗争奪文部科学大臣旗争奪文部科学大臣旗争奪文部科学大臣旗争奪    彩彩彩彩の国杯の国杯の国杯の国杯第第第第１３１３１３１３回回回回全国中学生空手道選抜大会全国中学生空手道選抜大会全国中学生空手道選抜大会全国中学生空手道選抜大会    

＜＜＜＜大会実施要項大会実施要項大会実施要項大会実施要項＞＞＞＞    

    

１ 大会名  文部科学大臣旗争奪 彩の国杯第１３回全国中学生空手道選抜大会 

 

２ 主 催   公益財団法人全日本空手道連盟   

 

３ 共 催  全国中学校空手道連盟 

 

４ 主 管  埼玉県空手道連盟 

 

５ 後 援    スポーツ庁 （公財）日本スポーツ協会 （公財）日本オリンピック委員会 

＜予 定＞ （公財）日本武道館 日本武道協議会 （公財）笹川スポーツ財団 

       （公財）ブルーシー・アンド・グリーンランド財団 （公財）日本中学校体育連盟 

       埼玉県 埼玉県教育委員会 （公財）埼玉県体育協会 上尾市 ほか 

 

６ 大会期日  平成31年３月28日（木）～30日（土） 

大会第１日目【28日】 大会第２日目【29日】 大会第３日目【30日】 

審判会議 13:00～ 

監督会議 14:00～ 

開会式  15:30～ 

競技開始 ９:３０～ 

形競技、組手1年女子1～3

回戦（予定） 

競技開始 9:３０～ 

組手競技 

閉会式 1５:30～（予定） 

 

７ 大会会場  埼玉県立武道館 

        埼玉県上尾市日の出４丁目１８７７ 

        TEL 048-777-2400 

 

８ 競技種目 （学年・男女別）８種目 

        ○男子・女子 個人形（中学１年の部・中学２年の部） 

○男子・女子個人組手（中学１年の部・中学２年の部） 

＜形・組手に重複して出場することができる＞ 

 

９ 競技規定 平成３０年度４月１日より施行された（公財）全日本空手道連盟組手競技規定、形競技規

定および審判規定により行う。 

10 競技方法   

（１） 組手競技、形競技ともトーナメント方式とし、３位決定戦は行わない。 

（２） 形競技について 

① フラッグ方式とする。 

② 第Ⅰ、Ⅱ指定形及び得意形は、空手道競技規定（ＪＫＦ）の「付録７：指定形リスト」並びに

「付録８：得意形リスト」から選択しなければならない。 

ア.1・2 回戦は、（公財）全日本空手道連盟第Ⅰ指定形とし、繰り返してもよいものとする。 

イ.3・4 回戦は、（公財）全日本空手道連盟第Ⅱ指定形とし、繰り返してもよいものとする。 

ウ.準々決勝以降（５回戦以降）は自由形とし、繰り返してもよいものとする。 

 ただし、１～4 回戦で用いた形は使用できない。 

（３） 組手競技について 

① ６ポイント差とし、競技時間は１分３０秒フルタイムとする。 

② 安全具は、（公財）全日本空手道連盟検定の拳サポーター（赤・青）、ボディープロテクター 

ニューメンフォー（Ⅴ～Ⅶ）、シンガード・インステップガード（色：白のみ） 

（全空連：ミズノ（株）、（株）東海堂、（株）ヒロタ、（株）守礼堂の各社製）、       

    男子はファ－ルカップを装着すること。 
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※高体連用のシンガード・インステップガードは使用できない。 

（４） 赤帯・青帯は、（公財）全日本空手道連盟で検定された帯を各自必ず持参し、使用すること。 

※氏名、所属等の表示を認める。所属の表示は、「全日本空手道連盟」または「都道府県空手道

連盟」、「所属中学校名」とすることが望ましい。  ※帯止めは使用しない。 

（５） 服装について 

① 選手は、競技規定にそった清潔な白の空手着を着用すること。 

胸マークは各都道府県名（15ｃｍ×7ｃｍ程度）を標記した規格のものを、左胸に硬く縫着

する。色は黒色とする。 

左袖の都道府県名は白の布で隠すこと。  

上記の他、氏名、ラベル以外の表示は認めない。 

ゼッケンは事前に郵送されたものを競技開始までにしっかり背中に縫いつけること。ゼッケン

のないものは失格とする。 

   ② 監督は、全空連指定ジャージ（新旧問わず）とする。監督用IDカードは、監督会議において 

交付する。 

   ③ 監督、選手は品位ある態度で競技に臨むこと。選手は、染髪および脱色、ピアス、過度の空手

着の変形等、競技者としてふさわしくないと判断された場合、参加を取り消す。 

      ※空手着上衣の腰部の紐は結ぶこと。空手着上衣の胸部の紐はつけない。 

      ※今年度の大会は、空手着メーカーの指定はしないものとする。 

 

11 表 彰    

（１） 文部科学大臣旗の授与について 

① 文部科学大臣旗を都道府県の入賞者の得点により男女別に授与する。得点は、国体方式とし、

１位８点・２位７点・３位５点（２名）・５位2.5点（４名）とする。 

② 総合得点により同点の場合は、優勝者数の多い都道府県を上位とする。 

③ さらに同内容の場合は、同順位とする。 

④ 前回優勝都道府県は、開会式において優勝旗を返還すること。返還時にレプリカを与える。 

（２） 各種目ベスト８進出選手を下記の通り表彰する。 

＜優勝１名、準優勝１名、第３位２名、第５位４名＞ 

（3）上記選手は、表彰式に必ず参加すること。 

 

12 審判員 大会審判団は、（公財）全日本空手道連盟公認審判員により編成される。 

 （１）各都道府県より推薦の公認全国組手審判員（１～２名）を大会審判員に委嘱する。なお、選手 

が参加する都道府県は1名以上の審判員を推薦すること。 

    ※推薦審判員は、公認形審判員資格（地区以上）を有していることが望ましい。 

 （２）各都道府県より推薦の審判員に係る経費は、大会実行委員会では負担しない。 

 （３）推薦審判員は、出場申込書（その１）に記入し参加申込みと同時に提出する。 

 （４）大会審判員に不足が生じた場合は、開催地区協議会から選出し委嘱する。 

 

13 参加資格 

（１）選手は、所属する中学校所在地の都道府県中学校空手道連盟または都道府県空手道連盟を通して、 

（公財）全日本空手道連盟に登録している会員であり、（公財）全日本空手道連盟公認段位級位を

保有していること。 

 （２）所属する都道府県中学校空手道連盟または都道府県空手道連盟の主催による予選会において選抜

された選手またはそれらの連盟の承認を受けた選手であること。 

（３）監督は、（公財）全日本空手道連盟に登録している会員であり（公財）日本スポーツ協会公認  

空手道指導員以上、又は地区組手審判員以上の資格を有するものであること。 

（参加申し込みに、必ず監督名を記入すること。） 
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14 出場制限 

（１）各都道府県の参加数は、下記の通りとする。 

 性 

別 
種 目 学 年 都道府県参加数 監 督 

男 子 

組手 
中学１年 ３ 名 

１ 名 
中学２年 ３ 名 

形 
中学１年 ３ 名 

中学２年 ３ 名 

女 子 

組手 
中学１年 ３ 名 

１ 名 
中学２年 ３ 名 

形 
中学１年 ３ 名 

中学２年 ３ 名 

 合  計 ２４名 ２ 名 

都道府県合計 １１２８名 ９４名 

 

15 参加料   １人１種目 ４，０００円 とする。 

 

16 参加申込 

（１） 申込方法 

各都道府県空手道連盟が取りまとめて、大会事務局よりメールで送信したデータファイルに必

要事項を打ち込みメールで提出するとともに（メールがない場合はこの限りではない）、文書に

て下記の大会事務局宛に送付する。なお、払込請求書兼受領書のコピーを参加申込書と共に同

封のこと。 

（２） 申込先 

＜彩の国彩の国彩の国彩の国杯杯杯杯    全国中学生空手道選抜大会事務局全国中学生空手道選抜大会事務局全国中学生空手道選抜大会事務局全国中学生空手道選抜大会事務局＞ 

 〒336-0917 

埼玉県さいたま市緑区芝原 3-37-6 

内田 秀男 
Tel 048-712-2899       fax 048-712-2898 

E メール uchidazoendoboku-001@jcom.home.ne.jp 

 

（３） 申込期日 

      平成平成平成平成３１３１３１３１年１月年１月年１月年１月1111２２２２日（日（日（日（土土土土））））締切厳守締切厳守締切厳守締切厳守    

    

 （４）振込先  ※参加料は必ず都道府県より一括してお振込み下さい。 

銀 行 名  武蔵野銀行 東浦和支店 

口座番号  普通 1117463 

口座名義  彩の国杯 全国中学生空手道選抜大会 会計 内田秀男 

 

17  抽選 （公財）全日本空手道連盟の立会のもと実施致します。 

  

1８ 宿泊申込 

 大会中の諸連絡を徹底するため、別紙案内の指定旅行業者による指定宿泊施設を利用すること。 

 株式会社 ＪＴＢ 埼玉支店 

 担当者 森本・吉村 

 電話 048-649-5255  FAX 048-649-0746 

  詳しくは別紙を参照願います。 
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1９ 傷害処置及び対策 

（１） 選手は、本大会前1週間以内に各自の責任において健康診断を受け、医師の出場許可を受けてお

くこと。また、本大会には必ず健康保険証を持参すること。 

（２） 参加選手は全員スポーツ傷害保険に加入していること。また、「日本スポーツ振興センター」の

適用に関しては、事前に学校に校外活動の申請をしておく必要がある。万が一事故があった場合

は必ず学校に届け出ること。 

（３） 傷害保険は、主催者側が参加選手全員に主催者負担で加入手続きをする。 

（４） 出場選手が競技中負傷した場合は、主催者において応急処置をするが、その後の責任は負わない。 

 

 

２０ 問い合わせ 

    申込み、大会概要に関する問い合わせは、 

＜彩の国彩の国彩の国彩の国杯杯杯杯    全国中学生空手道選抜大会全国中学生空手道選抜大会全国中学生空手道選抜大会全国中学生空手道選抜大会実行委員会実行委員会実行委員会実行委員会＞ 

                 

   〒336-0917 

埼玉県さいたま市緑区芝原 3-37-6 

内田 秀男 
Tel 048-712-2899       fax 048-712-2898 

E メール uchidazoendoboku-001@jcom.home.ne.jp 

 



    

第第第第 13131313回彩の回彩の回彩の回彩の国杯国杯国杯国杯    全国中学生空手道選抜大会に於ける全国中学生空手道選抜大会に於ける全国中学生空手道選抜大会に於ける全国中学生空手道選抜大会に於ける空手着・帯への空手着・帯への空手着・帯への空手着・帯への質問事項質問事項質問事項質問事項    

    

    

空手空手空手空手着着着着に関する質問に関する質問に関する質問に関する質問    

Ｑ１；空手着のメーカーは指定有りますか？（国内・海外問いませんか？） 

 Ａ；今年度の大会は、メーカーの指定はしない。 

Ｑ2；ゼッケンについて 

（１）ゼッケンは大会本部で作成し、3月中旬頃に都道府県に送付する。 

（２）都道府県は、ゼッケンの到着後必ずそれぞれの番号、姓名、都道府県名等を確認し、誤

記のないことを確認した上で出場選手に速やかに配布すること。 

（３）ゼッケンを正しく付けていない選手は失格とする。マジックテープ等での仮止めは不可

とし、確実に縫い付けて参加すること。また、競技中にとれた場合は次の試合までに必

ず再度縫い付けなければ出場できない。 

▼ゼッケンは四辺を縫い付けて道衣から外れないようにすること。 

＊必ず縫い付ける。（ゼッケンがないと失格） 

 

 

 

 

 

Ｑ3；胸マークについて 

（１）選手の胸マークは、各都道府県名を表記した下記規格のものを左胸に堅く縫着する。

学校等の名称・マーク、会派名、道場名等を標記することは認めない。 

 ①サイズは、縦１５cm×横７cm以内とする。 

 ②文字は、楷書体・黒色・縦書きとする。 

    〔▼例〕 

           → 7cm ← 

 

 

15cm 

 

 

Ｑ4；左腕部マークについて 

左腕部マークについては、学校等の名称・マーク、会派名、道場名等いかなる標記も認めない。 

   ※白の布で覆い縫い付けること。 

Ｑ5；道着のメーカーロゴ標記について 

道着に縫い付けてあるメーカーのラベルは、上衣については裾表側、ズボンについては表側（左

右どちらか）のみ可とし、それ以外の右胸、奥襟、右肩、ズボンの裾等のワッペン・刺繍は一切

認めない。※各流派のオリジナルラベルは認める。 

    

Ｑ６；空手着の袖口・裾口のサイズ等の規定はありますか？ 

 Ａ；競技規定の通り。(特になし) 

第 13 回全国選抜大会 

姓 名 

□□県 形・組手 

東 

京 

北 

海 

道 



    

刺繍に関する質問刺繍に関する質問刺繍に関する質問刺繍に関する質問    

 

Ｑ７；空手衣に氏名等刺繍してあるのは支障有りますか？ 

 Ａ；氏名の刺繍は指定なし。（全少大会に準ずる） 

 

Ｑ８；空手衣への刺繍の条件（内容・色）に規定はありますか？ 

 Ａ；空手衣への刺繍は黒色、氏名のみ。（全少大会に準ずる） 

 

Ｑ９；試合用帯に氏名等刺繍してあるのは支障有りますか？ 

 Ａ；氏名刺繍は可。（全少大会に準ずる） 

 

Ｑ10；試合用帯への刺繍の条件（内容・色）に規定はありますか？ 

 Ａ；帯への刺繍は可。色は問わない。 

学校名、都道府県空手道連盟名、全日本空手道連盟名とする。 

 

Ｑ11；試合時以外の帯にも規定は有りますか？ 

 Ａ；なし。 

 

 

 



連絡と諸注意 

 

＜連絡事項＞ 

１ 日 程 

 ３月２８日（木） 審判会議         １３：００～スポーツ総合センター講堂 

 監督会議         １４：００～県立武道館第一道場 

          開会式          １５：３０～ 

 ３月２９日（金） 競技開始          ９：３０～ 

          競技終了         １７：３０ 

          種目別表彰式       競技終了後 

 ３月３０日（土） 競技開始          ９：３０～ 

          競技終了         １５：２０（予定） 

          種目別表彰式・閉会式   １５：３０～ 

          ※両日とも、武道館は８時３０分に開館します。 

 

【開会式】 ２８日（木）１５：３０～ 

 ① 集合場所は、武道館第１道場とし、整列隊形は都道府県ごとに２列とする。都道府県名プラカ－ド 

   誘導者前に参加選手全員集合して下さい。 

 ② 集合時間は、１５：００とします。（１５：２０までに整列完了とします。） 

 ③ 入場行進は都道府県毎に行いますので、係の指示に従って下さい。（前回優勝都道府県先頭に北か 

   南、選手団最後に埼玉県が続きます。） 

 ④ 服装は、清潔な道着を着用し、腕まくりや、タオル・拳サポ－タ－などを身につけたりしない。 

 ⑤ 入場行進の際、本部席前では選手は挙手して下さい。入場行進の際、本部席前では選手は挙手して下さい。入場行進の際、本部席前では選手は挙手して下さい。入場行進の際、本部席前では選手は挙手して下さい。    

 ⑥ 退場は、係の指示に従って下さい。 

 ⑦ 前年度優勝都道府県は、県名プラカ－ド後の先頭の選手が優勝旗を持ち入場して下さい。開会式の 

   おりに、優勝旗返還、レプリカ授与のセレモニ－があります。 

 

【種目別表彰式】 

 ① 各種目５位まで入賞した選手は、係の指示に従って競技場内に整列すること。 

 ② 表彰は、個人各種目ともに５位（ベスト８）まで行う。 

 

【閉会式】３０日（土）１５：３０～（予定） 

 ① 全競技終了後、係の指示に従って直ちに競技場内に都道府県毎に整列すること。（入場行進なし） 

 ② 都道府県別団体表彰は男女別に３位まで表彰する。優勝都道府県に文部科学大臣旗を授与する。文 

   部科学大臣旗は、１年間責任を持って保管し、次年度開催時に持参し返還すること。この時レプリ 

   カを授与する。 

 ③ 成績発表と同時に行うので、発表のあった個人・団体は、係員の指示に従い、正面に整列すること。 

 

【武道館及びスポーツ総合センタ－使用上の注意】 

 ① 館内は土足禁止です。ただし武道館中庭は外履きとなります。ご注意下さい。 

 ② 観覧席は地区ごとに割り振りしますが、お互いに譲り合って利用して下さい。 

 ③ 備品を破損した場合は、速やかに係員に申し出て下さい。なお、故意の破損等は弁償して頂きます。 

 ④ 指定された場所以外での喫煙を禁止します。 

 ⑤ 貴重品の管理は、各都道府県・各学校でお願いします。置き引き等には、十分注意して下さい。 

 ⑥ 飲食は休憩場所か観覧席でお願いします。 



２ 練習会場について 

 

① 会場と開放時間は、次の通りです。 

練習会場 ２８日（木） ２９日（金） ３０日（土） 

県立武道館  

第２道場 

１０：００～１４：３０ ９：００～1６：００ ９：００～１４：００ 

スポーツ総合セ

ンターアリーナ 

１０：００～１４：３０ ９：００～1６：００ ９：００～１４：００ 

② 練習にあたっては、会場・時間・立ち入り禁止区域等、定められたことを守って使用してください。 

特に、いずれの会場も敷地内はすべて禁煙敷地内はすべて禁煙敷地内はすべて禁煙敷地内はすべて禁煙となっておりますので、ご注意ください。 

③ 練習会場内は、土足厳禁となります。 

④ 練習会場の混雑緩和のため、２９日のみ都道府県を下記の通り割り当てます。指定された会場以外の使用 

  はご遠慮下さい。なお、２８日と最終日は、都道府県の指定はしません。譲り合いながら使用して下さい。 

⑤ 練習会場は荷物置場ではありません。荷物を置いたまま大会会場へ移動しないでください。 

※２９日（金）の割り当て 

練習会場 都道府県名 

スポーツ総合 

センター 

アリーナ 

北海道地区 

東北地区（青森・岩手・秋田・宮城・山形・福島） 

関東地区（東京・山梨・神奈川・千葉・埼玉・栃木・群馬・茨城） 

北信越地区（長野・新潟・富山・石川・福井） 

東海地区（静岡・愛知・三重・岐阜） 

近畿地区（京都・大阪・兵庫・奈良・滋賀・和歌山） 

埼玉県立武道館

第二道場 

中国地区（岡山・広島・山口・鳥取・島根） 

四国地区（愛媛・香川・徳島・高知） 

九州地区（福岡・佐賀・長崎・大分・宮崎・熊本・鹿児島・沖縄） 

 

３ 弁当について 

① 弁当は注文した団体に１１：００～１３：３０の間、引換券または現金と引き換えに配布します。 

＜引換場所＞ 指定旅行業者（ＪＴＢ関東）…県立武道館１Ｆ ＪＴＢブース 

② 食べ終わった弁当ガラは、分別回収しますので、１４：３０まで１４：３０まで１４：３０まで１４：３０までに弁当引換所まで必ずご持参ください。 

 

４ 手荷物について 

  手荷物預かり所は、用意していませんので、各自で管理して下さい。 

 

５ 傷害保険問い合わせ先 

  日本海上日動火災保険株式会社  

代理店 株式会社プロネット 担当者 貴田 穣冶 

住 所 〒343-0015 埼玉県越谷市花田3-14-2 

  TEL 048-962-6831  FAX 048-962-6832 


